
　　　　　　　　　　令和２年度に引き続き、令和３年度も愛媛県小学校体育連盟会長を拝命しま
　　　　　　　　　した　中川　祐二です。今年度も、愛媛の子どもたちのために「今自分にでき
　　　　　　　　　ること」に邁進してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　まず、昨年度内に、本連盟体育努力校表彰の伊予市立北山崎小学校と八幡浜
　　　　　　　　　市立松蔭小学校、令和元年度日本学校体育研究連合会功労者表彰の本連盟前副
　　　　　　　　　会長　藤原　雅彦　様にそれぞれ賞状を伝達することができましたことを、こ
　　　　　　　　　の場をお借りし、御報告いたします。御受賞、誠におめでとうございました。
　　　　　　　　　重ねて、令和２年度日本学校体育研究連合会功労者表彰を御受賞されました本
連盟前会長　松本　賢司　様に心よりお祝い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　
　さて、昨年度から新型コロナウイルス感染症の様々な対策が継続していますが、本連盟の各種事
業も多大の影響を受けてまいりました。中でも本連盟総会は、年度当初の大切な出会いの場として
毎年開催していますが、今年度も書面議決方式を余儀なくされました。しかし、このような状況下
で、本連盟及び各郡市の小体連は、子どもたちの健全な学校体育の振興を目指して、体育科研究を
中心に例年通りの事業を計画し、組織運営をスタートしました。コロナ禍ではありますが、各郡市
の領域別研究は着実に前進しています。今年度は、研究サイクルのまとめの３年次を迎えており、
研究活動を核とする本連盟の各種事業を、適切に推進してまいります。また今年度は、愛媛初の全
国学校体育研究大会開催の当年となり、これまで校種ごとに積み上げてきた県下の体育科研究を全
国に発信する記念すべき年であります。なかなか見通しのもてない状況が続きますが、小学校の体
育科研究がリードする中で、それぞれの校種の組織力を結集し、流れに即した形で「愛顔つながる
体育学習」の一端を発信できますことを願っています。
　今年度も、体育科教育を通して県下全小学生の心身の健全な成長を願うとともに、愛媛県教育委
員会並びに市町教育委員会の皆様の御指導や、各郡市小学校、小体連の先生方の御理解、御支援を
賜りますことをお願い申し上げ、年度初めのあいさつとさせていただきます。
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愛媛県小学校体育連盟　会長　　中川　祐二

あ い さ つ

　　　　　　　　　　　昨年度に引き続き、愛媛県小学校体育連盟の理事長を務めさせていただく
　　　　　　　　　　ことになりました、八塚　伝と申します。どうぞ、よろしくお願いいたしま
　　　　　　　　　　す。本連盟が昭和の時代に始まり、平成、そして令和と、愛媛の子どもたち
　　　　　　　　　　のために取り組んできたことを継続・発展させ、更なる内容充実を図るため
　　　　　　　　　　に精いっぱい取り組んでいく所存です。
　　　　　　　　　　　今夏は、いよいよ東京オリンピック・パラリンピックの開催を予定してい
　　　　　　　　　　ます。それに向け、近年、様々な競技が子どもたちの身近なところで数多く
　　　　　　　　　　展開され、スポーツを一層身近に感じることができるようになりました。本
連盟としましても、スポーツの意義や価値について改めて伝えていく絶好の機会として捉え、子ど
もの体力や競技力の向上に対する環境や手立て等の充実について吟味してきているところです。し
かしながら、昨今の感染症拡大防止対策の影響から、子どもたちの運動内容や運動場面が著しく制
限されている現実を直視しなければなりません。ただ、昨年度から、各郡市や各校で新しい生活様
式を念頭に置いた運動機会に関する工夫・改善が進められ、「今できること」「今だから気付くこと」
を確かに積み重ねておられます。また、今秋開催の第 60 回全国学校体育研究大会愛媛大会に向け
ても、全面実施となりました新学習指導要領でうたわれている理念が、具体的に授業の中で展開さ
れることを願い、今年度も、研修会の充実や的確な情報発信、体育に関する意識調査等にも取り組
んでまいります。今後とも、御理解・御協力をよろしくお願いいたします。

愛媛県小学校体育連盟　理事長　　八塚　伝
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芝田　 眞次 （元小体連会長）
松本　賢司（前小体連会長）

村上庄次郎 （元小体連会長）
宮内　 正芳 （元小体連会長）
森　　  晴光 （元小体連会長）
宮田　 武史 （元小体連会長）
平松　 恭助 （元小体連会長）
乘松　秀樹（元小体連会長）

渡部　 修治 （元小体連会長）
大内　 博久 （元小体連会長）
丸山　 雄司 （元小体連会長）
本田　 　 彦 （元小体連会長）

中川　祐二 味　　酒

村上　勝也 別　　宮

大塚　栄二 味　　生

大森　茂樹 北 伊 予

西　　邦彦 一 本 松

越智　勝也 壬 生 川

田原　久嗣 西　　谷

下石　雅樹 三　　机

八塚　　伝 宮　　前

越智　　純 北 吉 井

向井　一貴 麻　　生

水野　浩司 雄　　郡

秋山　　賢 湯　　築

一色　　司 壬 生 川

三宅　雅人 新　　宮

一色　昭宏 生　　石

仙波　奈美 石 井 北

酒井　俊介 東　　雲

上杉　　亮 道　　後

濱田　　圭 附　　属

廣岡　哲也 附　　属

髙田　祥司 川　　上

玉井　　淳 由　　並

西川　康司 北 山 崎

高橋　知宏 千　　丈

髙田　和浩 立　　間

鎌倉　　慶 吹　　揚

山本　剛志 高　　浜

松本　治土 泉

束村　英憲 石 井 北

中野　豪士 川　　上

松本　　洋 伊　　台

原田　大輔 湯　　築

竹田　章紀 味　　酒

四国中央 髙橋　　仁 松　　柏

新 居 浜 井川　昭二 垣　　生

西　　条 越智　勝也 壬 生 川

今治･越智 村上　勝也 別　　宮

松　　山 中川　祐二 味　　酒

東　　温 田原　久嗣 西　　谷

伊　　予 大森　茂樹 北 伊 予

上 浮 穴 菊池　　健 畑 野 川

大　　洲 大野　弘玄 　　平　　

喜　　多 中本　克也 立　　川

八 幡 浜 菊池　秀樹 日　　土

西 宇 和 下石　雅樹 三　　机

西　　予 浦部　勝二 城　　川

宇 和 島 川越　芳彦 番　　城

北 宇 和 高田　治広 好　　藤

南 宇 和 西　　邦彦 一 本 松

四国中央 小川　綾亮 松　　柏

新 居 浜 藤田　啓文 惣　　開

西　　条 渡邊　敬祐 氷　　見

今治･越智 鎌倉　　慶 吹　　揚

松　　山 山本　剛志 高　　浜

東　　温 渡部　好紀 西　　谷

伊　　予 宮岡　太一 伊　　予

上 浮 穴 江頭　耕輔 直　　瀬

大　　洲 河野　覚志 久　　米

喜　　多 森本　一豊 天　　神

八 幡 浜 河野　晃範 千　　丈

西 宇 和 朝井　豊記 伊　　方

西　　予 西村　隆信 皆　　田

宇 和 島 泉　　寿和 成　　妙

北 宇 和 松本　治土 泉

南 宇 和 松田　　信 平　　城

西　　条 今井　孝輝 周　　布

今治･越智 鎌田　大和 別　　宮

松　　山 束村　英憲 石 井 北

松　　山 久良　洸二 堀　　江

東　　温 森下　聡太 拝　　志

伊　　予 橋本　渉平 南 山 崎

上 浮 穴 大野　由利 明　　神

大　　洲 岡本　和也 肱　　川

喜　　多 山﨑　秀章 内　　 子

八 幡 浜 東　　　潤 川 之 石

西 宇 和 古田　耕治 大　　久

西　　予 河野　寛詔 大野ヶ原

宇 和 島 濱本　圭一 清　　満

北 宇 和 浪口　慎吾 松 野 東

南 宇 和 宇野　誠之 久　　良

新 居 浜 上田　理裕 宮　　西

東　　温 中野　豪士 川　　上

八 幡 浜 二宮　　啓 喜 須 来

西　　条 佐藤　嘉之 神　　拝

松　　山 松本　　洋 伊　　台

大　　洲 橋本　圭右 長　　浜

四国中央 立町　優人 三　　島

松　　山 竹田　章紀 味　　酒

北 宇 和 下田　　新 三　　島

今治・越智 玉井　　慧 大　　西

松　　山 安永　弦生 北　　条

松　　山 原田　大輔 湯　　築

宇 和 島 坂本　亮介 奥　　南
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